
Moonshot AI 「Kimi K3.1 Pro」発表に関す

る包括的調査および産業影響レポート 
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エグゼクティブサマリー：事前学習スケーリングから事

後学習・強化学習主導への転換点 
20 26 年 10 月 24 日（中国標準時、現地プログラマーの日である「10 24 程序员节」の未明／

米国時間 10 月 23 日）、中国の有力 AI スタートアップである Moonshot AI（月之暗面、CEO
兼共同創業者：ヤン・ジリン［楊植麟］氏）は、新たなフラッグシップ大規模言語モデル

「Kimi K3.1 Pro」およびその高速推論バリアントである「Kimi K3.1 Pro Highspeed」を発表し

た 1。本モデルは、20 26 年 7 月 16 日に発表され同月 27 日に重みが公開された総パラメータ

数 2.8 兆（3 兆パラメータ級）の「Kimi K3」をベースとし、事後学習（Post- training）および

数百の下流領域にまたがる大規模な強化学習（RL）に莫大な計算資源を投じることで構築され

たモデルである 4。発表当日からチャットサービス「Kimi（kimi.ai およびモバイルアプ

リ）」、デスクトップエージェント「Kimi Work」、コーディング環境「Kimi Code」、および

「Kimi API」を通じて即座に提供が開始されており、20 26 年 11 月 4 日までに完全なモデルウ

ェイト（オープンウェイト）が一般公開される予定となっている 1。 
この発表が世界の AI 産業に突きつけた最大の示唆は、モデルの基底サイズを拡大する「事前

学習のスケーリング」から、同一の基底アーキテクチャに対して強化学習と実行環境（サンド

ボックスやツール連携）の最適化を徹底する「事後学習のスケーリング」へと競争の主戦場が

完全に移行したという事実である 4。独立評価機関である Artificial Analysis の総合指標

（Inte lligence  Index）において、Kimi K3.1 Pro は前世代 Kimi K3 の 44 点から 11 ポイントとい

う劇的な飛躍を遂げて 55 点を記録し、Anthropic の「Claude  Opus 5.5」（58 点）や

「Claude  Sonne t 5.5」（56 点）に次ぐ世界第 4 位に浮上した 9。これにより、オープンウェ

イトモデルと最先端のプロプライエタリ（閉鎖型）フロンティアモデルとの知能指数ギャップ

は、従来の 12 ポイント差からわずか 3 ポイント差へと一気に縮小し、「世代を超えた効率性

の飛躍」として市場に強い衝撃を与えている 5。 
一方で、詳細なベンチマークデータと第三者検証を紐解くと、Kimi K3.1 Pro の性能向上はすべ

ての領域で均一に達成されたわけではなく、外部ツールを駆使して長時間試行錯誤するエージ

ェント業務（コーディング、3D パラメトリックモデリング、金融文書分析）でフロンティア

モデルに匹敵あるいは凌駕する一方、ツールを用いないモデル単体の知識推論や、一発で 95%
以上の完全性を求める厳格な二値評価テストでは依然として競合の後塵を拝するという「能力

の非対称性（偏科）」が鮮明に浮かび上がる 9。さらに、API 単価を前世代から 33%引き下げ

たにもかかわらず推論トークン量の増大によってタスクあたりの実質コストが減少しない経済

的パラドックスや、オープンウェイト化に先立って攻撃的サイバー能力を意図的に削ぎ落とす



安全設計の是非など、今後の AI 開発と企業導入における極めて重要な論点が凝縮されている
4。 

モデルアーキテクチャと事後学習基盤の技術的解剖 
2.8 兆パラメータ MoE 基盤の継承と計算資源の集中投下 
Kimi K3.1 Pro は、ゼロから事前学習をやり直したモデルではなく、20 26 年 7 月に公開された

「Kimi K3」の事前学習済みチェックポイントを基底として採用している 4。Kimi K3 から継承

された基底アーキテクチャは、総パラメータ数 2.8 兆（公式呼称では「3T-class」）、推論時

の 1 トークン処理あたりに有効化（アクティブ化）されるパラメータ数が 1,0 40 億（10 4B）の

Mixture  of Experts（MoE）構成を採っており、全体で 896 個のエキスパート（Expert）のうち

各ステップで 16 個を選択的に稼働させる設計となっている 7。 
この巨大モデルを支える中核技術として、最大 10 0 万トークン（API 仕様上の厳密値は

1,0 48,576 トークン）におよぶ超長文脈を効率的に処理する「Kimi De lta Attention（KDA）」

と、過去の層から必要な表現を選択的に抽出して大規模ネットワーク内の情報伝達効率を高め

る「Attention Residuals（AttnRes）」が組み込まれている 8。また、テキストだけでなく画像

や動画を単一のアーキテクチャでネイティブに理解し、自らが生成した画面やレンダリング結

果のスクリーンショットを視覚的に確認しながらコードやレイアウトを反復修正する「Vision 
in the  Loop」機能も K3 世代から引き継がれている 8。 

仕様項目 Kimi K3（前世代・

2026 年 7 月） 
Kimi K3.1 Pro（標

準版） 
Kimi K3.1 Pro 
Highspeed （高速

版） 

発表日 / 重み公開日 20 26 年 7 月 16 日

発表 / 7 月 27 日重

み公開 

20 26 年 10 月 24
日発表 / 11 月 4 日

までに重み公開予定 

20 26 年 10 月 24
日発表（クラウド・

API 提供） 

アーキテクチャ構

成 
MoE（896 Experts / 
16 Active） 

MoE（K3 基底の事

後学習強化版） 
MoE（高速推論バ

リアント、常時思考

オン） 

総パラメータ / 稼働

パラメータ 
2.8 兆（2.8T） / 
1,0 40 億（10 4B） 

2.8 兆（3T-class） / 
1,0 40 億（10 4B） 

2.8 兆（3T-class） / 
1,0 40 億（10 4B） 

コンテキストウィ

ンドウ 
最大 10 0 万トーク

ン（K3 Fast は

最大 10 0 万トーク

ン（1,0 48,576） 
最大 10 0 万トーク

ン（1,0 48,576） 



1,0 40 ,384） 

マルチモーダル対

応 
テキスト・画像・動

画（ネイティブ統

合） 

テキスト・画像・動

画・3D 空間推論 
テキスト・画像・動

画・3D 空間推論 

推論速度特性 標準ベースライン 標準ベースライン K3.1 Pro 比で 2〜3
倍の生成速度 

主な提供チャネル Kimi.ai, Kimi Work, 
Kimi Code , API, 
Open Weights 

Kimi.ai, Kimi Work, 
Kimi Code , API, 
Open Weights（予

定） 

Kimi.ai, Kimi Work, 
Kimi Code , API 

上記の比較データが示す通り、モデルの器（パラメータ数、アクティブ比率、コンテキスト

長）を一切変更することなく、事後学習の刷新のみで世代間の大幅な性能ジャンプを達成した

点は技術的に特筆に値する 4。 

数百領域にまたがる大規模合同強化学習とスタック最適化 
従来の LLM 開発において、複数領域に対する強化学習の同時適用は、特定タスクへの過学習や

他領域での性能劣化、あるいは長文脈ロールアウト時の計算ボトルネックを引き起こしやすい

という課題を抱えていたが、Moonshot AI は Kimi K3.1 Pro の開発にあたり、数百もの下流ドメ

インにまたがる大規模な合同強化学習（J oint RL）を安定的にスケールさせるため、ソフトウ

ェアおよびインフラストラクチャの全階層を抜本的に再設計した 4。 



 
具体的には、強化学習フレームワーク自体の刷新、10 0 万トークンにおよぶ長文脈推論の効率

化、学習スループットの向上、コード実行やツール呼び出しを安全かつ高速に並列処理する隔

離サンドボックス基盤（Sandbox Infrastructure）の構築、エージェントの試行錯誤プロセスに

おけるロールアウト・スケジューリング（Rollout Scheduling）の最適化、そして学習環境の品

質を共通基盤で厳格に検証するプラットフォームの導入という 6 つのレイヤーすべてにわたり

最適化が施された 4。この全階層にわたるシステムエンジニアリングにより、強化学習の計算

量（RL Compute）を追加投入するごとに、モデル性能が飽和することなく予測可能かつ安定

したリターン（収穫）を生み出すスケーリング則が事後学習フェーズにおいて確立されたので

ある 4。 

重点強化領域における技術的到達点とユースケース分析 
長期コーディングと自律的デバッグ：歩行力学シミュレータに見る創発的

探査 
Kimi K3.1 Pro が最も顕著な進化を遂げた領域の一つが、複数ステップのツール操作と自律的な

検証・修正サイクルを長期間継続する「長期コーディング（Long-horizon Coding）」である
1。実務の巨大コードベースにおける軽微なバグ修正からフルスクラッチのプロジェクト構築ま

でをカバーするだけでなく、フロントエンドの Web ページ、インタラクティブな Three .js シ

ーン、さらには Unity、Unreal Engine（バージョン 5.8）、Godot（バージョン 4.7.2）といっ

た主要ゲームエンジンを Web 検索や 3D アセット生成と組み合わせて駆動し、タイポグラフ

ィやアニメーション、画面構成まで洗練されたアプリケーションを構築する能力を備えている
1。社内評価ベンチマークである「Kimi Code  Bench 3.0  Long-horizon」においても、K3.1 Pro
は 61.2%を記録し、前世代 K3 の 55.95%から着実な向上を果たしている 4。 
この長期コーディング能力の真価を象徴するのが、Moonshot AI が内部検証として実施した



「人体歩行力学シミュレータ」の構築実験である 4。この課題において、Kimi K3.1 Pro には

296 個の骨格コンポーネントと 40 2 個の筋肉コンポーネントから構成されるオープンソースの

解剖学モデル「human-atlas」が与えられ、学習および評価パイプラインを統合した歩行シミ

ュレータを記述し、仮想人体を自律的に歩かせる制御プログラムを開発することが求められた
4。 
モデルはこの複雑な物理制御タスクに対し、実に 167 のミッションと 420 回の独立したレビ

ューサイクルを自律的に遂行した 4。実験結果を分析して課題を診断し、制御器（コントロー

ラ）を反復的に改良した結果、当初は開始数秒で転倒していた仮想人体を、11.2 秒間にわたり

安定した交互歩行（Alte rnating strides）で連続歩行させることに成功した 4。特筆すべきは、

腕の振り動作の制御において一般的な強化学習の「報酬整形（Reward shaping）」が機能不全

に陥った際の K3.1 Pro の挙動である 4。モデルは盲目的にハイパーパラメータを調整し続ける

のではなく、シミュレータ自体の力学系に対してオープンループ探査（Open-loop probes）を

自ら実行し、肩の筋肉のモーメントアーム計算に潜んでいた 36 箇所の実装上の誤りを特定・

修正した上で制御器の再学習を行ったのである 4。これは、単なる仕様書からのコード変換に

とどまらず、物理シミュレーションの不整合を根本原因まで遡って切り分ける高度な科学・工

学的デバッグ能力が獲得されていることを実証している 4。 

パラメトリック 3D 生成と「3D Make」による制作エコシステムの垂直統

合 
第 2 の戦略的柱は、空間推論（Spatial Reasoning）とパラメトリック 3D モデリング能力の飛

躍的な強化である 1。Kimi K3.1 Pro は、テキストによる指示書、手描きのスケッチ、あるいは

参照画像から物体の形状、比率、空間的配置関係を高精度に推論する 4。その際、Model 
Context Protocol（MCP）のような外部コネクタを介することなく、Blender や FreeCAD、各

種 CAD ソフトウェア向けの Python スクリプト等を直接記述・実行し、ジオメトリ、マテリ

アル、ライティング、シーン配置までをエンドツーエンドで調整するアプローチを採っている
4。これにより、機械部品、建築モデル、カスタマイズ可能な家具、さらには空港ターミナルや

2,10 0 個ものエンティティから構成されるターボファンエンジン、ジェットエンジン、五重塔

（パゴダ）、タイプライター、3D プリント用デスクランプといった極めて複雑な構造物をプ

ログラムコード経由で精密に生成することが可能となった 4。 
さらに Moonshot AI は、この基盤モデルの能力を単なる API やコード出力にとどめず、一般ユ

ーザーやデザイナーが直感的に利用できるプロダクト機能「3D Make」として Web 版

（kimi.ai）およびモバイルアプリに同時統合した 4。ユーザーは生成された 3D モデルをブラウ

ザやアプリ上で即座にオンラインプレビュー・編集できるだけでなく、3D プリンターでその

まま造形可能なデータ形式でダウンロードしたり、動画や Live  Photos として書き出して SNS
等へ共有したりすることができる 4。モデルの空間推論能力からコンシューマー向けの出力導

線（3D プリントや動画共有）までを一気通貫で用意したこの垂直統合設計は、テキスト生成

や画像生成の枠を超え、物理的なモノづくり（デジタルファブリケーション）やゲーム開発パ

イプラインへ LLM を直接浸透させる明確な製品戦略を反映している 5。 

金融リサーチ・財務モデリングの SOTA 達成とハルシネーション抑制 



第 3 の柱である金融・ビジネス分析領域において、Kimi K3.1 Pro は金融実務のワークフローを

根底から変革し得る精度を達成した 4。実際の財務諸表や金融文書を対象に情報検索、複数文

書間のクロス検証、および多段階の数値推論を評価する公開ベンチマーク「OfficeQA Pro v2」
において、K3.1 Pro は 64.4 という最高水準（SOTA）のスコアを記録し、Claude  Opus 5.5
（62.2）や Claude  Fable  5.1（54.5）、GPT-6 Astra（54.4）を抑えて首位に立った 4。また、投

資スクリーニングから収益性分析までの一連の投資実務を測る「Frontie r Finance」でも 58.6
を記録したほか、同社の社内評価ベンチマークにおいても、財務モデリング（Financial 
Mode ling）で 57.6（K3 の 50 .4 から+7.2 ポイント／+14%向上）、金融リサーチ（Financial 
Research）で 70 .4（K3 の 58.8 から+11.6 ポイント／+20 %向上）、ビジネスオペレーション

（Business Operation）に至っては 37.0（K3 の 8.9 から約 4.2 倍）という大幅な改善を示して

いる 4。 
金融業界で AI を実務導入する際の最大の障壁であったハルシネーション（事実誤認）の抑制

においても、顕著な改善が確認されている 1。誤答を誘発するように設計された高難度ストレス

テスト「Kimi Hallu Bench Hard」において、文章中の個々の主張（Claim）単位で誤り率を測定

した結果、ツール使用時のハルシネーション発生率は Kimi K3 の 23.4%から 8.3%へと約 3 分の

1 に激減した 4。また、独立機関 Artificial Analysis による「AA-Omniscience」評価でも誤情報

率は 53%から 44%へと改善している 9。これにより、NVIDIA（NVDA）の DCF/LBO 財務モデ

ルの構築や、車載電池大手 CATL（寧徳時代）の投資委員会向けプレゼンテーションデッキ作

成、量子コンピューティング業界の深層セクターレポート作成などにおいて、すべての数値と

引用を一次ソースまで追跡・検証可能な形で出力する実務レベルのデリバリーが可能となり、

中国の資産運用業界幹部からも「知識生産のあり方や組織運営そのものを変える長程エージェ

ント能力」として高く評価されている 5。 

ベンチマーク徹底検証：「ツール利用時の飛躍」と「能

力の非対称性」 
フロンティアモデルとの多面的比較と測定条件の検証 
Kimi K3.1 Pro の客観的な立ち位置を把握するため、Moonshot AI の公式発表値および独立評価

機関 Artificial Analysis の測定データに基づき、主要プロプライエタリモデル（Claude  Opus 
5.5、Claude  Fable  5.1、GPT-6 Astra）および主要中国勢モデル（DeepSeek-V4.1-Flash-10 17、
GLM-5.3）との比較を以下のテーブルに整理する 4。 

評価カ

テゴリ 
/ ベン

チマー

ク名称 

評価条

件・測

定対象 

Kimi 
K3.1 
Pro 

Kimi 
K3 (前
世代) 

Claud
e 
Opus 
5.5 

Claud
e 
Fable 
5.1 

GPT-6 
Astra  

Deep
Seek-
V4.1-
Flash 

GLM-
5.3 



Artific
ial 
Analy
sis 総
合指数 

Intellig
ence 
Index
（総合

点） 

55 (世
界 4
位) 

44 58 (1
位) 

— 
(Sonn
et 5.5: 
56) 

— — — 

Termi
nal-
Bench 
4.0  
(公式

/AA) 

制約下

ターミ

ナル開

発作業 

65.7% 
(AA: 
67%) 

13% 
(AA) 

66.4% — 58.2% — — 

SWE 
Marat
hon 
v1.1 

長時間

ソフト

ウェア

開発 

51.7 (1
位) 

— 46.3 45.6 42.5 — — 

Deep
SWE 
v1.1 

高度な

SWE
課題解

決 

75.5 (2
位) 

— 74.2 — 74.1 77.0  (1
位) 

— 

Progr
amBe
nch  

厳格二

値評価

（95%
未満は

0 点） 

31.5 — 65.0  53.5 50.0  — — 

Bench
CAD
（ツー

ルあ

り） 

多視点

画像か

らの

3D/CA
D 再

構築 

92.7% — 96.2% 92.6% 95.9% 81.6% — 



Bench
CAD
（ツー

ルな

し） 

ツール

非使用

での

3D/CA
D 生

成 

72.8% — 73.0% 60.6% — 41.2% — 

Office
QA 
Pro v2 

実財務

文書の

検索・

多段階

推論 

64.4% 
(1 位) 

— 62.2% 54.5% 54.4% 40.4% 31.1% 

HLE-
Full
（ツー

ルあ

り） 

外部ツ

ール併

用での

超難問

回答 

70.0%  
(1 位) 

— 67.7% 65.6% 57.2% — — 

HLE-
Full
（ツー

ルな

し） 

モデル

単体で

の超難

問知識

回答 

51.1% 
(4 位) 

47% 
(標準

HLE) 

59.8% 57.6% 53.6% — — 

Kimi 
Hallu 
Bench 
Hard
（ツー

ル有） 

主張単

位の幻

覚率

（低い

ほど優

秀） 

8.3% 23.4% 15.0% 23.3% 5.5% 23.3% 22.6% 

Kimi 
Hallu 
Bench 
Hard

主張単

位の幻

覚率

5.4% — 6.8% 11.4% 4.2% 13.1% 14.8% 



（ツー

ル無） 
（低い

ほど優

秀） 

この比較データを読み解く上では、評価環境（ハーネス）や採点ルールに関する厳密なリテラ

シーが求められる 6。第一に、Moonshot AI が公表した「Terminal-Bench 4.0」における 65.7%
というスコア（Claude Opus 5.5 の 66.4%に 0.7 ポイント差まで肉薄）は、Kimi K3.1 Proを
Anthropic の「Claude Code」実行ハーネス上で動作させて測定した数値である一方、他社モ

デルの数値は各社の技術ブログや公式リーダーボードで報告された最大値を引用したものであ

り、推論設定（max や max with fallback など）やハーネス条件が完全に統一された同一環境

比較ではない 6。第二に、K3.1 Proが SOTA（64.4%）を主張する「OfficeQA Pro v2」におい

ては、与えられた財務資料の分析ではなく Web 検索を使って答えを直接引いていた他社モデ

ルの実行結果を「不正」とみなして 0 点処理した旨が注記されている 6。カンニングを排除す

る評価方針自体は合理的であるものの、その失格判定を下したのが評価当事者である

Moonshot AI 自身であるという点は、数値を客観視する上で留意すべき要素である 6。 



 



「偏科（能力の偏り）」の構造的要因とワンショット完成度の課題 
第三者機関の検証データおよび各ベンチマークの比較結果から導き出される最も重要な技術的

洞察は、Kimi K3.1 Proの性能プロファイルに顕著な「能力の非対称性（中国の開発者コミュニ

ティで指摘される『偏科』）」が存在するという点である 9。 
具体的には、外部ツールを用いてコードを実行し、エラー出力やレンダリング結果を見ながら

反復的に修正を重ねるタスクにおいては、Kimi K3.1 Proは圧倒的な強さを発揮する 9。例え

ば、超難問ベンチマーク「Humanity's Last Exam（HLE-Full）」において、ツール使用を許可し

た条件では K3.1 Proは 70.0%を記録し、Claude Opus 5.5（67.7%）や Claude Fable 5.1
（65.6%）、GPT-6 Astra（57.2%）をすべて上回ってトップに立つ 9。また、長時間ソフトウ

ェア開発の「SWE Marathon v1.1」でも 51.7 で首位となり、自動化タスクの

「AutomationBench -AA」でも K3 の 58%から 73%へと飛躍している（業務課題対応力の

「GDPval-AA」でも 1846 Eloを獲得）9。 
ところが、外部ツールを一切使わずにモデル内部のパラメトリックな知識と推論力のみで回答

する「HLE-Full（ツールなし）」では、K3.1 Proのスコアは 51.1%へと急落し、Claude Opus 
5.5（59.8%）、Claude Fable 5.1（57.6%）、GPT-6 Astra（53.6%）のすべてを下回る最下位に

転落する 9。標準 HLE（47%→52% ）や学術・科学系ベンチマークである「CritPt」
（23%→25%）、「SciCode」（59%→61%）においても、前世代からの伸び幅は小幅にとどま

っている 9。この現象は、K3.1 Pro が事前学習（基底知識の拡張）ではなく、サンドボックス

環境でのツール操作を伴う事後強化学習によって鍛え上げられたモデルであることの直接的な

帰結である 7。 
さらに深刻な示唆を与えているのが、課題達成度が 95%以上に達しない限り一律で 0 点と判定

される厳格な二値評価ベンチマーク「ProgramBench」での結果である 9。このテストにおい

て、Claude  Opus 5.5 が 65.0、Claude  Fable  5.1 が 53.5、GPT-6 Astra が 50 .0 を記録したの

に対し、Kimi K3.1 Pro は 31.5 と大きく突き放されている 9。この数値の乖離は、実際の上級開

発者による検証報告とも完全に一致している 10。例えば、正式発表前にコードネーム「Kibitz」
としてテストされていた段階から注目されていた 3D 生成能力について、ある AI ゲーム開発者

が「pi.dev Harness」を用いて「自転車に乗るペリカン」の 3D シーンを生成する比較検証を行

ったところ、Claude  Opus 5.5 がわずか 1 回のプロンプト（ワンショット）で完成品を生成し

たのに対し、Kimi K3.1 Pro は同等の品質に到達するまでに複数回の「継続強化（反復的な修正

指示）」を与える必要があったと報告されている 10。同様に、組み込みシステムのリバースエ

ンジニアリング（逆コンパイル）やアセンブリ解析に投入した開発者からも、「タスクを最後

までやり遂げようとする遂行意思は極めて強いが、出力が Claude  Opus よりも冗長であり、一

発での精緻な完成度には差がある」と評されている 10。すなわち、Kimi K3.1 Pro は「粘り強い

エージェント的反復によって漸近的に正解へ到達する能力」に特化しており、ワンショットで

の厳密な完成度や純粋な学術知識の深さにおいては、依然として Claude  Opus 5.5 に明確な優

位性が残されている 9。 

トークンエコノミクスと「単価値下げ・総コスト不変」



のパラドックス 
API 価格体系の刷新と Highspeed モデルの戦略的位置づけ 
Moonshot AI は Kimi K3.1 Proの投入にあたり、API のトークン単価を前世代の Kimi K3 から一

律 33%引き下げる攻撃的な価格戦略を打ち出した 8。標準版「Kimi K3.1 Pro」の公式 API 料金

は、100 万トークン（MTok）あたり通常入力が 2.00 ドル（K3 は 3.00 ドル）、キャッシュ書

き込みが 2.00 ドル、キャッシュヒット時の入力が 0.20 ドル（K3 は 0.30 ドル）、出力が

10.00 ドル（K3 は 15.00 ドル）に設定されている 7。この出力単価（10.00 ドル/MTok）は、

競合する Claude Opus 5.5 の約半分、GPT-6 Astra の約 5 分の 1 という水準であり、カタログ

スペック上のコストパフォーマンス（性价比）は極めて高い 5。なお、長いコードベースや財

務資料を繰り返し参照するコーディング処理等において、Moonshot AI は Prefix Cache のヒッ

ト率が 90%以上に達すると説明しており、キャッシュヒット時の 0.20 ドル/MTok という低単

価は長文脈エージェント運用において大きな武器となる 7。 
また、同時にリリースされた高速推論版「Kimi K3.1 Pro Highspeed」は、K3.1 Proと同一の知

能および 100 万トークンのコンテキスト長を維持しながら、出力速度を標準版の 2〜3 倍に引

き上げたモデルである 4。API 単価は標準版の 2 倍となる入力 4.00 ドル/MTok、出力 20.00
ドル/MTok に設定されているが、それでも前世代の高速版である「Kimi K3 Fast」（入力 4.50
ドル/MTok、出力 22.50 ドル/MTok）と比較すれば約 11%割安となっている 7。コーディング環

境「Kimi Code」において Highspeed を利用する場合は、Pro（または Allegretto ）以上のサブ

スクリプション階層が必要となり、通常の約 2 倍の利用枠（クォータ）を消費する仕組みとな

っている 9。 

モデル名称 入力単価

（キャッシ

ュミス） 

入力単価

（キャッシ

ュヒット） 

出力単価 コンテキス

ト長 
備考・速度

特性 

Kimi K3.1 
Pro 

$2.00 / 
MTok  

$0.20 / 
MTok  

$10.00 / 
MTok  

1,048,576 
tokens 

K3 比で単

価 33%値下

げ、キャッ

シュ書込は

$2.00/MTok 

Kimi K3.1 
Pro 
Highspeed  

$4.00 / 
MTok  

— $20.00 / 
MTok  

1,048,576 
tokens 

標準版の 2
〜3 倍速、

常時思考

（Always-
on 



thinking） 

Kimi K3
（前世代・

標準） 

$3.0 0  / 
MTok 

$0 .30  / 
MTok 

$15.0 0  / 
MTok 

1,0 0 0 ,0 0 0  
tokens 

20 26 年 7
月発表モデ

ルのベース

ライン価格 

Kimi K3 
Fast（前世

代・高速） 

$4.50  / 
MTok 

— $22.50  / 
MTok 

1,0 40 ,384 
tokens 

旧高速推論

バリアント 

常時思考モードと冗長性がもたらす実運用コストおよびサブスクリプショ

ン制約 
しかし、企業や開発者が最も注意深く検証すべきは、「API のトークン単価が 33%下がったか

らといって、1 件の業務タスクを完遂するための総費用も 33%下がるわけではない」というト

ークンエコノミクスのパラドックスである 9。 



 



Artificial Analysis による実測データによれば、評価課題 1 タスクあたりにモデルが生成する出

力トークン数は、旧モデル Kimi K3 の約 4 万 8,0 0 0 トークン（48K）から、Kimi K3.1 Pro では

約 5 万 5,0 0 0 トークン（55K）へと 14%増加しており、結果として評価課題 1 タスクあたりの

総費用は 1.98 ドルに達している 9。 
このトークン消費量増大の背景には、Kimi K3.1 Pro の推論設計上の特性が直接関与している
9。第一に、Kimi Code 環境や Highspeed バリアントにおいては「常時思考（Always-on 
thinking）」が組み込まれており、思考プロセスを無効化できず、推論強度（Reasoning 
intensity）の初期設定が最大の「max」に固定されている 9。第二に、前節で分析した通り、

K3.1 Pro は 1 回の出力で完璧な成果物を出すよりも、外部ツールを呼び出して試行錯誤のステ

ップを重ね、かつ詳細な説明を伴う冗長な出力を生成する傾向が強い 9。そのため、単価の下

落分が「思考トークンの増加」と「反復実行（リトライ）回数の増加」によって相殺される構

造となっているのである 9。 
この経済構造は、定額サブスクリプションを利用する個人開発者やパワーユーザーの体験にも

直接的な摩擦を生じさせている 16。公式ヘルプにおけるコンシューマー・プロシューマー向け

メンバーシップは Go、Plus、Pro、Max、Ultra の 5 段階（人民元建て表記等）で展開されて

いるが、海外のコミュニティ（Reddit の r/kimi、r/opencodeCLI、r/SillyTavernAI など）では、

サブスクリプションの利用枠制限（Usage  limit）の厳しさに対する不満が噴出している 11。具

体的には、「月額 20 ドルのプランであっても、2 万トークン程度の入力を伴う対話やコーデ

ィングを行うと週あたり約 60 0 メッセージの上限にすぐ到達し、わずか 1〜2 日でトークン枠

を使い果たしてしまう」といった報告が相次いでいる 16。10 0 万トークンの長文脈と 2.8 兆パ

ラメータ MoE の推論は計算負荷が極めて高いため、Moonshot AI 側が赤字覚悟の補助金

（Subsidy）で無制限に近いサブスクリプション枠を提供することが困難であり、結果としてヘ

ビーユーザーほど従量課金 API への移行を余儀なくされる収益モデル上のジレンマが露呈して

いる 16。 

サイバー能力の意図的削減とオープンウェイト・ガバナ

ンスの新基準 
攻防データ除外によるリスク緩和と汎用コーディング能力のスピルオーバ

ー現象 
Kimi K3.1 Pro の発表において、技術的・政策的に最も深い議論を巻き起こしているのが、11 月

4 日までのオープンウェイト公開を見据えて実施された「攻撃的サイバー能力の意図的削減

（Cyber Data Removal Controls）」である 1。 
Moonshot AI は、事後学習および強化学習のスケール拡大に伴い、モデルがソフトウェアの未

知の脆弱性を発見・悪用する能力が急激に高まったことを確認した 10。これを受け同社は、オ

ープンウェイトモデルに関する 2 つの明確なガバナンス原則を策定した 4。第 1 の原則は「サ

イバー攻撃能力の絶対的な最前線（フロンティア）を押し広げるようなモデルの重みは公開し

ない」というものであり、公開モデルの攻撃的サイバー能力を、自社の学習パイプラインが本

来到達可能な水準よりも意図的に低く抑え、かつ公開から 3 カ月以上経過したプロプライエタ



リなフロンティアモデルを下回る水準に留めるという方針である 1。第 2 の原則は「オープン

ウェイトで利用可能なサイバー能力を段階的（プログレッシブ）に引き上げていく」というも

のであり、防御目的でデュアルユース能力を必要とする世界中の開発チームが、自らが管理す

るインフラ上でレガシーコードのセキュリティ監査を非差別的に行えるようにすることが公共

の利益にかなうという立場である 4。 



 



この方針に基づき、Moonshot AI は事前学習の中間段階（Mid-training）および強化学習

（RL）環境の両方から、攻撃的なサイバー関連データを特定して除去する措置を講じた 4。

Linux カーネル、Node .js、J avaScriptCore、Exim、VirGL といった実在ソフトウェアの脆弱性

発見・悪用を再現するベンチマーク「xdev-bench-hard（pass@3）」での測定結果は、AI 安
全性研究に対して極めて重大な示唆を提供している 4。 
データ除去対策を施さなかった内部チェックポイントが 90 .5%という極めて高いスコア（GPT-
5.6 Sol の 10 0 %に迫り、DeepSeek-V4.1-Flash の 85.7%を上回る水準）を記録したのに対し、

データ除去を施した最終公開版 Kimi K3.1 Pro は 81.0 %へと 9.5 ポイント抑制された 4。しかし

同時に注目すべきは、前世代 Kimi K3 のスコアがわずか 33.3%（GLM-5.3 は 57.1%）であった

という事実である 4。つまり、サイバー攻撃データを明示的に学習パイプラインから排除した

にもかかわらず、モデルの脆弱性発見・悪用能力は前世代から 2.4 倍以上（33.3%→81.0%）に

跳ね上がったのである 4。Moonshot AI 自身が認めている通り、これは一般的なコーディング

能力や長時間の試行錯誤をやり遂げるエージェント能力の向上が、そのままサイバー攻撃・脆

弱性探査の課題解決へと「波及（スピルオーバー）」したためである 6。この事実は、「特定

ドメインの危険データを学習コーパスからフィルタリングする」という従来の安全対策が、ト

ップエンドの特化型悪用能力（90 .5%→81.0%）を削る上では有効である一方、汎用的な推

論・デバッグ能力の創発に伴うデュアルユース能力の底上げ自体は決して止められないという

構造的限界を浮き彫りにしている 6。 

11 月 4 日の重み公開に向けたローカル実行の現実とコミュニティの賛否 
このサイバー能力の意図的削減と 11 月 4 日までのオープンウェイト化予告に対し、開発者コ

ミュニティでは激しい賛否両論が巻き起こっている 10。肯定派からは、3 兆パラメータ級のフ

ロンティアモデルが無制限に一般公開される社会リスクを踏まえ、悪用能力の拡散速度を抑え

つつオンプレミス環境でのコード監査を可能にする「現実的な段階的アプローチ（漸進式釋

放）」として高く評価する声が上がっている 10。その一方で、批判的な開発者からは、内部的

により高性能な 90 .5%のモデルを訓練できていながらそれを抑制して公開することへの不満

や、セキュリティ関連の知識データを削除した副作用として、本来企業が必要とする「脆弱性

を防御的に発見する能力」や「セキュアなコードを記述する能力」まで劣化しているのではな

いかという懸念が提起されている 10。 
また、11 月 4 日までにモデルの重み（Safe tensors 等）が公開された後の「ローカル実行・自

前運用」の現実性についても冷静な見極めが必要である 5。Kimi K3.1 Pro は総パラメータ数 2.8
兆の MoE モデルであり、推論時に稼働するパラメータが 1,0 40 億（10 4B）であっても、ルー

ティングの性質上、重みファイル全体をメモリ空間に保持する必要がある 8。前世代 Kimi K3
の実績値では、4bit 量子化（MXFP4 等）を適用した状態でも重みデータだけで約 1.4TB
（Unsloth 等による各種量子化版でも約 594GB〜1.56TB）に達し、実運用時にはさらに 10 0 万

トークン分の KV キャッシュや通信バッファのメモリ領域が必要となるため、Moonshot AI は
64 基以上のアクセラレータで構成される「Supernode」環境を推奨していた 8。したがって、

重みが公開されても個人のコンシューマー向け PC で動作させることは物理的に不可能であ

り、実質的な恩恵を受けるのは、大規模 GPU クラスタを保有する大企業、ソブリン AI 基盤、



あるいは米国等のデータセンターでモデルをホストして提供するサードパーティ推論プロバイ

ダー（K3 公開時に米国サーバーでのホスティングを開始した LM Studio や各種 API ゲートウ

ェイ等）に限定される 6。アナリストが指摘する通り、K3.1 Pro の真の試金石は、11 月 4 日の

重み公開後にオープンソースコミュニティや第三者ホスティング事業者が、実際の運用負荷の

下で公式発表通りの推論効率と「速度・品質・コスト」のバランスを再現できるかどうかにか

かっている 5。 

グローバル AI 市場および企業導入に対する構造的影響と

展望 
オープンモデルの二極化：効率追求型（Reflection AI 等）と性能上限突

破型（Moonshot AI ） 
Kimi K3.1 Pro の登場は、グローバルなオープンウェイト AI 市場が明確な「二極化（分岐）」

のフェーズに突入したことを示している 6。 
一方の極にあるのが、20 26 年 10 月 6 日に米国 Reflection AI が発表したオープンウェイトモ

デル「Beam」に代表される「推論効率追求型」のアプローチである 6。Reflection AI は、中国

勢のモデルに対抗するため、推論コストを従来の 3〜4 分の 1 に抑える軽量・高効率性を最大

の訴求軸として掲げている 6。これに対し、Moonshot AI の Kimi K3.1 Pro は、2.8 兆パラメー

タという超巨大 MoE アーキテクチャを維持したまま事後学習の計算量を極限まで投入し、イ

ンフラ要件の重さを厭わずにプロプライエタリ最上位モデル（Claude  Opus 5.5 や GPT-6 
Astra）の「性能の天井（上限）」を力業でこじ開けるアプローチを採っている 4。 
これまで「オープンウェイトモデルはクローズドモデルの半年〜1 年遅れの性能を安価に提供

する代替品」と位置づけられてきたが、Kimi K3.1 Pro が Artificial Analysis 総合指数で世界 4
位（トップと 3 ポイント差）、SWE Marathon や OfficeQA Pro v2 で世界 1 位を記録したこと

で、オープンウェイトモデルが特定の実務エージェント領域においてクローズドモデルと最前

線で直接競合する時代が到来した 5。 

企業導入におけるガバナンス要件と実践的評価フレームワーク 
日本を含むグローバル企業が Kimi K3.1 Pro を業務システムや開発ワークフローに導入するにあ

たっては、ベンチマークの順位以上に、データガバナンスとタスク適合性の見極めが決定的な

意味を持つ 6。 
セキュリティとデータ主権の観点からは、Moonshot AI が中国発の企業であるため、法人利用

においては入出力データの保存先サーバーの所在地、保存期間、モデルの再学習への利用有

無、監査ログの取得可能性を厳格に審査する必要がある 6。Moonshot AI 側もこうした企業の

懸念を強く意識しており、法人向けの「Kimi Ente rprise」においては、組織の管理者が明示的

に有効化（オプトイン）するまで K3.1 Pro がデフォルトでオフになる安全設計を採用している

ほか、API においては入力データを保持しない「Zero Data Re tention（ZDR）」オプションを

提供している 6。それでも中国国内のサーバーを経由することにコンプライアンス上の制約が

ある企業にとっては、11 月 4 日までに公開されるオープンウェイトを活用し、AWS Bedrock
等の国内・米国リージョンや自社専有クラスタ上でホストされたエンドポイントを利用する形



態が最も合理的な選択肢となる 6。 
さらに、業務特性に応じたモデルの使い分け（ルーティング）戦略の確立が不可欠である 9。

Kimi K3.1 Pro は万能のモデルではなく、明確な適材適所が存在する 9。大規模リポジトリを横

断しテスト実行と修正を繰り返す長期コーディングや、Blender や CAD スクリプトを自動生

成・実行する 3D アセット制作、さらには大量の PDF 財務資料を 10 0 万トークンのコンテキ

ストに読み込ませて一次ソース付きの財務モデルや調査レポートを生成する金融・法務リサー

チ業務においては、Kimi K3.1 Pro への移行・導入が極めて高い投資対効果をもたらす 4。その

一方で、外部ツールを介さない高度な専門知識の単発照会や、プロンプト 1 回（ワンショッ

ト）で修正なしの完璧なコードおよび成果物を要求するパイプライン、あるいはトークン消費

量の肥大化（1 タスクあたり約 55K 出力トークン）が許容されない厳格な低レイテンシ・低コ

スト要件のタスクにおいては、Claude  Opus 5.5 や GPT-6 Astra 等を併用・維持するマルチモ

デル運用が推奨される 9。 
結論として、企業や開発者が Kimi K3.1 Pro を評価する際には、公式のリーダーボード上の数値

（65.7%や 64.4 点）を鵜呑みにするのではなく、自社の実際の財務諸表、長大な議事録、ある

いはレガシーなコードベースを入力として与え、「出典箇所の正確な提示」「ツール実行を伴

うエラー自己修復の完遂率」「リトライや人間による手直し時間を含めた総所有コスト

（TCO）」を実測する小規模な実証実験（PoC）から着手することが不可欠である 6。11 月 4
日の重み公開を経て、世界中の第三者機関と推論プロバイダーによるエコシステムが立ち上が

ったとき、Kimi K3.1 Pro が切り開いた「3 兆パラメータ級・事後強化学習モデル」の真の産業

的価値が確定することになる 4。 
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